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しらとりは悲しからずや 
技術営業部 佐藤 弘 

 草つきの斜面は滑りやすい。ズルッと足を滑らせて、田んぼの水
路にはまるドジな白鳥が少なからずいるらしい。しかし、水鳥が水
に落ちて何の不都合があるかと思ったら、水路の巾が狭くて翼を全
開できないから飛び立てないのだという。あげく、水路から脱出で
きずへたばったところを発見され、保護される事になる。 
新潟市の北隣り、聖籠（せいろう）町に県の野鳥救護施設がある。

持ち込まれる鳥は餌不足で衰弱したもの、窓ガラスに衝突して怪我
をしたものの他に、断トツに多いのが高圧線にぶつかって翼を傷め
たものだという。見上げる電線は空をバックによく目立つが、上空
からは見落しがちだろう。暗い内ならなおの事だ。特に最上段に張
られた、他の電線より格段に細いアース線が問題らしい。小回りが
きく小鳥類なら直前で回避できても、大形種はそうはいかない。か
くして、救護舎には動物園鳥類部門さながらに各種鳥類が保護され
ている。そして、獣医師の手当てを受け野生復帰できるものは野に
帰されるが、哀れケージの中で生を終える鳥もいる。 
 毎年そこで催される勉強会のついでに、ケージを覗く機会があ
る。ある年、右翼がない異形のオオハクチョウが収容されていた。
体重 11kg というオオハクが高圧線に激突したらたまらない。獣医
師の判断で片翼を切断されたその個体は、私を見つめたまま視線を
外さない。私は居たたまれず目を伏せてその場を離れた。翌年救護
舎にその個体は見当たらなかった。 
 動植物はクレームを言わないのをいい事に、この地球上でヒトは
ずい分のさばり過ぎたと思う。だが、今さら電気のない暮らしはで
きないし、電線を全て地下に埋設するのも非現実的だ。程よく折り
合いがつけられないものかと思っていたら、あるグループから有望
な方策の発表があった。相談を持ちかけた電力会社から「折をみて、
衝突多発区間の高圧線に蛍光を発する物を一定間隔で取り付ける
から、効果はそちらで検証してくれ」と回答があったという。話せ
ば分かる血の通った人物が電力さんにいる事が嬉しい。 

その有効性が確認できたら、簡単に停電はできないし出費もある
から即実行は困難にしろ、地球規模でこれを展開すれば一体どれ程
の数の鳥が事故にあうことなく天寿を全うできるだろう   
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＊）平賀・宮尾「瓶燗の温度のばらつきについて」 
第 14 回? 日本醸友会関信支部講演会講演集 p16－19 

第 24 話 

                                 取締役会長 大辻 英郎 

先号、先々号に続いて「古町糀製造所」から送られてきたパンフ文から引用します。送り主の名は葉
葺正幸店主。たまたま彼が京都の北野天満宮を訪ねたところ、学問の神様である天満宮の由来に、思い
がけない麹に関わることも記されていたとのこと。鎌倉から室町時代にお宮は麹の製造権を占有してい
た。酒蔵はお宮から麹を仕入れて酒を醸造したが、次第に酒蔵の力が強くなり「天安の麹騒動」でお宮
はその権利を失ったという。麹に魅せられた葉葺さんならではの巡りあわせと思います。 
 私が酒蔵さんとのご縁を頂いたのは、勤めた会社が麹室築造を業務の一環としたので、担当エリアの
新潟から北陸にかけて酒蔵の社長、杜氏、局の鑑定官の先生方から酒造りを教えて頂いたからでした。
特に麹室には度々入り麹に触らせてもらったものです。その後、板張りの麹室に特有のカビ臭は、板の
防腐剤が次亜塩素酸ソーダによりメチル化したものと聞きました。また、温床線はしばしば過熱による
火災を起こす事を知りました。 
 当社は板張りに代えてステンパネルの麹室を、温床線に代わるステンパネルヒーターを開発し蔵元の
ご好評を頂いております。一般のヒーターと違い、当社のパネルヒーターは過熱防止の自己制御機能つ
きなので、火災の心配が全くありません。 
 これらステンパネル麹室やステンパネルヒーターの、新しい分野への応用例を一つご紹介します。茶
葉を麹菌で醗酵させた飲料が発売されています（醗酵室は準クリーンルーム仕様）。社員や友人にもす
すめ皆喜んで飲んでいますが、自身の経験では飲み始めて二ヶ月で体重が減り、血圧が下がりました。 

麹の可能性を活かした食品や飲料の開発は、今後も日本の優れた技術によりすばらしいものを人類に
もたらすと信じております。微力ながらこの分野へも貢献していきたいと思います。 次号につづく 

（株）ﾏｽｶｶﾞﾐ会長寄稿のエッセイを掲載いたします 

◆ ちょっと豆知識 ◆ その 4           
この文章をお読みになっている頃は、皆様既に東広島への出品を終えて、今期の鑑評会用大吟醸の造りも「あとは

結果を待つだけ」という状況であろうと思います。 
昨年の秋から取扱いを始め、出品吟醸の火入用にということでご紹介させていただきました「チタン製火入用タン

ク１２L」につきまして、たくさんの方々からお問い合わせ・ご注文をいただき誠にありがとうございました。誌面
をお借りして御礼申し上げます。 
今回はそのチタン容器について当社で調べました結果をご紹介したいと思います。チタン容器に約 12L の水を入

れ、80℃をキープしたお湯に肩口まで浸けてタンク内部の温度を経時的に測定したのが右のグラフです。温度を測
定したのは、内容物の底（0mm）、上部（360mm）、その中間点（180mm）でした。一方は撹拌なしでそのまま、
もう一方も撹拌をしませんでしたが、最も温度の高い部位が 55℃を超えた時点で、チタン容器の下三分の一が浸か
る程度まで周囲のお湯を抜きました。ご覧の通り、お湯を抜いたチタン容器の内部は急速に内部の温度のバラツキが
解消されました。一方、ほったらかしておいたチタン容器内部では、上部の温度が常に他の部位より 3,4℃高い値を
示しました。最も温度の低い部位が 65℃に達するまでの時間は、お湯を抜いたもので 970 秒。手を加えなかったも
のの 760 秒より三分半ほど長くなりました。 

今回実施した「途中でお湯を抜く」方法は、内部温度のバラツキに有効である方法として既に報告＊されたもので
ありますが、12L 程度の容器ではどのようなことになるのかを確認してみようと思い試したものです。温度のバラツ
キ解消が優先か、それとも熱の履歴を短くする方が重要なのか、私には答える術がありませんが、確実で安全な火入
方法の模索は、今後も引き続き行っていきたいと思います。 

５月２６日、皆様の元に吉報がもたらされることをお祈りしつつ…。 文責：技術営業部 成田 護 


